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北
か
ら
南
か
ら
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宮
城
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京
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崎
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3
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特
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５
面

▼
政
策
解
説
「
新
薬
創
出
・
適
応
外
薬
解
消
等
促
進
加
算
の
撤
廃
を
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面

▼
2
0
1
1
年
度
税
制
改
正
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問
題
点
―
税
務
調
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へ
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影
響
（
上
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厳
し
い
寒

さ
が
年
末
か

ら
続
き
、
大

雪
に
悩
ま
さ

れ
て
い
る
地

域
も
多
い
。

筆
者
は
温
暖

な
地
域
出
身
な
の
で
ほ
と
ん

ど
雪
を
見
る
こ
と
は
な
く
、

雪
が
降
る
の
は
情
緒
が
あ
っ

て
よ
い
な
ど
と
、
雪
国
の
人

か
ら
み
れ
ば
け
し
か
ら
ん
思

い
を
抱
い
て
い
た
り
す
る
。

雪
害
で
交
通
機
関
が
麻
痺
し

て
大
変
だ
ろ
う
な
ど
と
思
っ

て
み
た
り
す
る
が
、
大
雪
が

降
る
と
も
っ
と
大
変
な
こ
と

が
あ
る
よ
う
だ
▼
雪
が
屋
根

に
大
量
に
積
も
る
と
そ
の
重

み
で
家
が
押
し
潰
さ
れ
る
と

の
こ
と
。
だ
か
ら
豪
雪
地
帯

で
は
屋
根
の
雪
下
ろ
し
が
必

須
と
な
る
。
し
か
し
雪
で
滑

り
や
す
い
屋
根
で
の
作
業
は

危
険
で
転
落
し
て
命
を
落
と

す
こ
と
も
よ
く
あ
る
よ
う
で

あ
る
▼
豪
雪
地
帯
は
過
疎
地

の
こ
と
が
多
く
、
住
民
は
高

齢
化
し
て
い
る
。　
歳
以
上

80

の
お
年
寄
り
が
無
理
を
し
て

事
故
に
遭
う
、
事
故
発
生
も

知
ら
れ
る
こ
と
な
く
孤
独
死

す
る
痛
ま
し
い
例
も
見
ら
れ

る
。地
方
自
治
体
な
ど
が
費

用
を
出
し
て
屋
根
の
雪
か
き

を
し
て
あ
げ
る
べ
き
で
あ

る
。雪
か
き
に
派
遣
さ
れ
た
人

達
が
住
民
と
接
す
る
こ
と
に

よ
り
住
民
の
生
活
状
況
も
分

か
り
、高
齢
者
対
策
に
も
な

る
。高
齢
者
は
体
温
の
調
節

能
力
が
低
下
し
て
お
り
、低

体
温
で
凍
死
し
や
す
い
。そ

し
て
過
疎
地
で
は
都
会
以
上

に
少
人
数
で
暮
ら
し
て
い
る

高
齢
者
世
帯
が
多
い
。（
I
）

（ ）1

金
パ
ラ
1
乘
8
7
8
円
に

4
月
1
日
か
ら

休保制度の早期再開休保制度の早期再開へへ

医
療
、社
会
保
障
の

拡
充
の
年
に

会
務
報
告
な
ど
採
択

改
正
法
へ
の
対
応
方
針
決
め
る

第
　
回
保
団
連
臨
時
大
会

43

　
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
は
1
月
　
日
、
東
京
都
内

30

で
第
　
回
臨
時
大
会
を
開
催
し
た
。
1
3
9
人
の
大
会

43

代
表
を
は
じ
め
、
役
員
、
事
務
局
ら
3
2
8
人
が
参
加

し
、
改
正
保
険
業
法
へ
の
対
応
、
補
填
商
品
の
取
り
扱

い
、
会
務
報
告
、
大
会
決
議
な
ど
6
件
の
議
案
を
い
ず

れ
も
賛
成
多
数
で
採
択
し
た
。

　
歯
科
の
補
綴
に
使
う
貴
金

属
で
歯
科
鋳
造
用
金
銀
パ
ラ

ジ
ウ
ム
合
金
が
、
現
行
1
乘

8
0
2
円
（
告
示
価
格
）
か

ら
8
7
8
円
に
、　
円
引
き

76

上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
、
１
月

　
日
の
中
央
社
会
保
険
医
療

21協
議
会
で
決
ま
っ
た
。

所
得
補
償
）」
の
創
設
を
討

議
、
決
定
す
る
た
め
に
第
2

回
代
議
員
会
に
代
え
て
開
催

さ
れ
た
。

　
住
江
憲
勇
会
長
は
開
会
の

挨
拶
で
、「
粘
り
強
い
運
動
で

保
険
業
法
再
改
定
を
実
現

し
、
休
業
保
障
制
度
再
開
の

道
が
開
け
た
。
一
刻
も
早
い

再
開
を
目
指
す
こ
と
は
最
重

要
課
題
だ
。
活
発
な
討
論
を

お
願
い
し
た
い
」と
述
べ
た
。

　
保
険
業
法
再
改
定
法
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
執
行
部
を

代
表
し
て
提
案
し
た
森
明
彦

理
事
は
「
休
保
制
度
を
運
営

す
る
非
営
利
型
一
般
社
団
法

人
を
設
立
し
、
金
融
庁
の
認

可
を
受
け
て
、
制
度
の
再
開

を
め
ざ
す
」
と
し
て
、「
本
臨

時
大
会
で
承
認
が
得
ら
れ
れ

ば
、
今
後
、
理
事
会
の
責
任

で
方
針
を
具
体
化
し
、
申
請

書
類
等
の
作
成
を
行
い
金
融

庁
の
予
備
審
査
を
受
け
る
。

予
備
審
査
が
通
れ
ば
、
理
事

会
が
必
要
と
判
断
し
た
段
階

で
、
あ
ら
た
め
て
臨
時
大
会

を
招
集
し
、
休
保
制
度
再
開

の
決
定
を
行
い
、
申
請
手
続

き
に
入
り
た
い
」
と
具
体
的

手
順
を
説
明
し
た
。

　
討
論
で
は
「
休
保
再
開
を

多
く
の
会
員
が
望
ん
で
い

る
」、「
会
員
の
期
待
に
応
え

る
た
め
に
も
早
期
に
休
保
の

再
開
を
」
な
ど
の
意
見
が
多

く
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
改
定

保
険
業
法
を
施
行
す
る
た
め

の
政
省
令
が
ま
だ
明
ら
か
に

な
っ
て
い
な
い
段
階
で
あ
り

慎
重
に
対
応
を
と
の
要
望
も

出
さ
れ
た
。

　
執
行
部
は
原
状
通
り
の
再

開
が
で
き
る
よ
う
な
政
省
令

の
策
定
を
、
金
融
庁
や
国
会

議
員
に
働
き
か
け
る
ほ
か
、

各
協
会
・
医
会
へ
の
十
分
な

情
報
提
供
と
説
明
に
務
め
る

と
し
た
。

　
改
定
保
険
業
法
施
行
の
た

め
の
政
省
令
の
案
は
、
2
月

中
に
示
さ
れ
る
見
通
し
だ
。

　
臨
時
大
会
で
は
執
行
部
を

代
表
し
て
宇
佐
美
宏
副
会
長

が
会
務
報
告
を
行
い
、
前
回

大
会
以
降
の
活
動
を
踏
ま

え
、
向
こ
う
1
年
間
の
活
動

方
針
を
提
案
し
た
。

　
宇
佐
美
副
会
長
は
、
菅
首

相
が
「
税
と
消
費
税
の
一
体

改
革
」
を
掲
げ
、
社
会
保
障

を
口
実
に
6
月
ま
で
に
消
費

税
を
増
税
す
る
方
針
を
示
し

た
こ
と
を
は
じ
め
、
T
P
P

参
加
問
題
、介
護
保
険
法「
改

定
」
の
動
き
な
ど
を
上
げ
、

「
構
造
改
革
路
線
を
強
め
る

動
き
が
顕
著
だ
」
と
情
勢
の

特
徴
を
指
摘
し
た
。

　
そ
の
上
で
「
2
0
1
1
年

は
国
民
皆
保
険
制
度
発
足
　50

年
目
の
年
。
医
療
、
社
会
保

障
拡
充
の
出
発
の
年
に
」、

「
4
月
の
統
一
地
方
選
挙
を

節
目
に
、
医
療
、
介
護
の
改

善
と
診
療
・
介
護
報
酬
の
引

き
上
げ
を
」
と
提
起
し
た
。

　
臨
時
大
会
で
は
1
1
4
人

の
大
会
代
表
が
発
言
。
フ
ロ

ア
討
論
も
交
え
て
、
自
主
共

済
、
医
療
運
動
対
策
、
診
療

報
酬
、
審
査
、
指
導
対
策
、

経
営
・
税
務
な
ど
の
テ
ー
マ

で
論
議
が
行
わ
れ
た
。

　
大
会
で
採
択
さ
れ
た
議
事

は
以
下
の
通
り
。
▼
会
務
報

告
▼
2
0
1
1
年
度
予
算
▼

改
正
保
険
業
法
へ
の
対
応
▼

補
填
商
品
取
り
扱
い
▼
加
盟

団
体
表
彰
▼
大
会
決
議
（
大

会
決
議
は
前
号
に
掲
載
）。

臨時大会では6議案のすべてが賛成多数で
採択された（上）。挨拶する住江会長（左）

　
臨
時
大
会
は
、
昨
年
の
保

険
業
法
再
改
定
を
受
け
て
休

業
保
障
制
度
再
開
に
向
け
た

方
針
と
「
補
填
商
品
（
団
体

25002500号号記念号記念号
本号は

　
4
月
1
日
か
ら
の
実
施
と

な
る
。

　
保
団
連
は
『
歯
科
点
数
早

見
表
2
0
1
1
年
4
月
版
』

を
発
行
し
、
新
改
定
価
格
に

対
応
す
る
。
厚
労
省
の
改
定

通
知
が
発
出
さ
れ
次
第
、
速

報
す
る
。

　
本
紙
は『
中
央
社
会
保

険
医
新
聞
』と
し
て
1
9

5
2
年
7
月
1
日
に
第

1
号
を
発
刊
以
来
、今
号

で
2
5
0
0
号
を
迎
え

ま
し
た
。全
国
保
険
医
団

体
連
合
会
の
結
成
を
経

て
、　
年
近
く
に
わ
た
り

60
保
険
医
運
動
の
機
関
紙

と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も「
保
険
医
の

た
め
に
保
険
医
自
身
が

作
り
上
げ
る
新
聞
」と
し

て
、よ
り
充
実
し
た
紙
面

づ
く
り
に
努
力
す
る
所

存
で
す
。

4・5面に特集記事




